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今号の
主な内容

2
・
3
面

( 親) ・( 乳) 医療証自己負担金を還
付します/ ( 障) 医療費助成制度
/ 福祉事務所の窓口案内

4
・
5
面

魅力あるあだちの〝まち〟〝住
まい〟づくり/ 創業プランコ
ンテスト

6
・
7
面

都営住宅( 単身者ほか) 入居
者募集/ 中学校卒業程度認定
試験/ 催し物

8
面子どもの安全を守る!

ちょっとした注意で

犯罪は防げます
～ひったくり犯は、

あなたを見ています! ～

お問い合わせは、危機管理課
3880- 5838

1
7年
の
、
区
内
で
の
刑
法
犯
罪
認
知
件
数
は
1
万
3
千
5
7
6
件

で
、
1
6年
に
比
べ
る
と
5
.
7
%
減
少
し
て
い
ま
す
(
表
1
)
。

こ
の
結
果
は
、
皆
さ
ん
と
行
政
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
防

犯
活
動
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
ひ
っ
た
く
り
や
侵
入
盗
、
新
た
な

手
口
の
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

発
生
す
る
犯
罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
は
、

皆
さ
ん
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
犯
罪
の
特
徴

1
8年
に
入
り
、
区
内
で
の
ひ
っ
た

く
り
発
生
件
数
は
、
6
月
末
現
在
1
0
8

件
で
、
昨
年
の
同
時
期
に
比
べ
て
4
9

件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

1
7年
の
統
計
か
ら
、
都
内
の
ひ
っ

た
く
り
犯
罪
に
は
、
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
犯
罪
が
発
生
す
る
時
間
帯
は
、
午

後
8
時
か
ら
午
後
1
0時
ご
ろ
ま
で

が
、
全
体
の
約
2
割

▽
被
害
者
の
9
割
以
上
は
女
性

▽
自
転
車
の
前
か
ご
に
入
れ
た
バ
ッ

グ
や
、
歩
い
て
い
る
人
が
持
つ
て

い
る
バ
ッ
グ
な
ど
を
、
追
い
越
し

ざ
ま
に
ひ
っ
た
く
る
ケ
ー
ス
が
多

い
本
当
に
「
自
分
は
大
丈
夫
」
?

油
断
は
禁
物
で
す

ひ
っ
た
く
り
の
犯
人
は
、
あ
ら
か

じ

め
現

場
を
下

見
す

る
な
ど

、
計
画

的

に

犯

行

を

行

っ
て

い

ま

す

。
ま

た

、
ひ

っ
た
く

る
相

手
を

事
前

に
物

色

し
て

い
ま
す

。

そ

し

て
犯
人

は

、
ひ

っ
た
く

り
し

や

す
そ
う

な
相

手
(

道

路
側

に
カ

バ

ン

を
持

っ
て

い
る
人

な
ど
)

が

、
下

見

で
目

を
付
け

た

、
人
通

り

の
少

な

い
場
所

を
通

る
と

き
を

ね
ら

っ
て

、

犯
行

に
及

ん

で

い
ま

す

。

被

害

に

遭

わ

な

い

た

め

に

も

、

「
自

分

だ
け
は

大
丈

夫

」
と

い
う

油

断

は

禁

物

で

す

。
「
自

分

も

ね

ら

わ

れ

る
か

も
し

れ
な

い

」
と

、
被

害
防

止

対
策

に
取
り

組

ん
で
く

だ

さ

い

。

□

都

内

の

地

域

別

犯

罪

発

生

状

況

が

、
ご

覧
に
な

れ

ま
す

警
視
庁

で
は

、
犯

罪

な
ど

の
発
生

件

数
を

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
(

ト

ピ

ッ

ク
ス
)

で
公

開
し

て

い
ま
す

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
i
s
h
i
c
h
o
.
m

e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

表1　 区内刑法犯罪認知件数など

※ 認知件数とは、警察が被害届などを受理している件数
です。

ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止
対
策

▽
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る

▲ 防止ネットは、ひった
くりだけでなく、荷物
の落下も防ぎます

▽
カ
バ
ン
な
ど
は
建
物
側
に
持
ち
、

タ
ス
キ
掛
け
に
す
る
な
ど
、
持
ち

方
も
工
央
す
る

▲ この歩き方なら、カ
バンを持つ側をバイ
クは通れません

▽
人
通
り
が
少
な
い
道
路
を
歩
く
と

き
は
、
周
囲
に
注
意
す
る

▽
後
方
か
ら
バ
イ
ク
の
音
が
し
た

ら
、
警
戒
す
る

▽
歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電
話
の
使
用

は
、
注
意
が
散
漫
に
な
る
の
で
控

え
る

▽
万
が
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
1
1
0
番
通
報
す
る

( こ の写真はイメージ です)

新生活安全推進標語決定!

「安全を　明日へつなぐ　地域の輪」
昨年末、新しい生活安全推進標語を、皆さんから募

集しました。
その結果、多 数の応募の中から、森澤多美子さんの

作品「安全を 明日へつなぐ 地域の輪」を新標語に
決定し ました。今後は、新標語のとおり、「地域の輪」
を一層強いものにして、「安全安心なまち足立」を実
現できるよう、区は、様々な対策を行っていきます。

葦

立
ち

「
わ
か
り
や
す
さ
へ
の
心
遣
い
」

毎
号
、
こ
の
広
報
紙
を

。聴
い
て

い
る
"
方
が
い
ま
す
。
区
で
は
目
の

不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
広
報
紙
を

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
郵
送

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

約
2
0
0人
の
方
が
、こ
の
「
声
の
広
報
」

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

私
も
改
め
て
聴
い
て
み
ま
し
た
。

読
み
手
は
落
ち
着
い
た
声
で
、
棒
読

み
で
は
な
く
、
つ
な
ぎ
言
葉
な
ど
を

入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
始

ま
り
に
軽
快
な
音
楽
が
流
れ
、
心
地

良
く
聴
き
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
テ
ー
プ
の
片
面
が
終
わ
る
と
き

に
は
、「
こ
れ
で
テ
ー
プ
の
表
面
が

終
わ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
裏
返
し
て

お
聴
き
く
だ
さ
い
」
と
い
う
説
明
も

入
る
な
ど
、
聴
く
大
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
、
様
々
な
心
遣
い
が
さ
れ

て
い
て
、
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
に
多
く
の
印
刷

物
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
、
皆
さ
ん
が
わ
か
り
や
す
い
よ

う
、
い
わ
ゆ
る
役
所
言
葉
の
見
直
し

や
文
字
の
大
き
さ
な
ど
、
工
夫
を
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

年
分
と
は
言
え
ず
、
現
在
、
区
の
印

刷
物
を
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に

す
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
冊
子

な
ど
の
総
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
政
を
、
わ
か
り
や
す
く
区
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
は
、
区
政
の

基
本
で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
を
、
日
本
に
昔
か
ら
あ
る

「
心
遣
い
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
心

遣
い
を
、
さ
ら
に
大
切
に
し
て
仕
事

を
し
て
い
き
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510
足立区役所

○ ○ 係
( ○ ○ は申し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、7 月26日受付開始

子
育
て
・
教
育

(
親
)
・
(
乳
)
医
療
証
自
己
負

担
金
を
還
付
し
ま
す

都
外
や
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い

医
療
機
関
で
の
受
診
や
、
医
療
証
を

持
た
ず
に
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険

診
療
の
自
己
負
担
金
の
一
部
を
保
謾

者
の
口
座
に
振
り
込
む
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
も
の
=

領
収
書
(
受
診
者
氏
名
、
保
険
点

数
、
受
診
年
月
日
、
医
療
機
関
名
、

領
収
金
額
の
記
載
が
あ
る
も
の
)
/

印
鑑
/
医
療
証
の
保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
)
/
⑩
医
療

証
ま
た
は
⑥
医
療
証
/
健
康
保
険
証

※
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
を
受
け
取
っ

た
際
は
、
必
ず
受
診
者
氏
名
・
保
険

点
数
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
(
記
載

が
無
い
場
合
は
、
医
療
機
関
に
記
入

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
)
。
申

込
=
持
参
ま
た
は
、
　

へ
郵
送

申
・
問
先
=

▽
⑩
医
療
証
・
:家
庭
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

▽
⑥
医
療
証
・
:児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

乳
幼
児
の
発
達
相
談

幼
児
発
達
支
援
室
で
は
、
就
学
前

ま
で
の
、
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど

も
の
相
談
を
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
通
所
指
導
(

措
置
通
園
指
導
)
や
、
心
理
技
術

職
員
・
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
個
別
指

導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
込
=
電

話

問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
幼

児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
O
1
3
6

予
防
接
種
(
麻
し
ん
・
風
し

ん
)
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

対
象
者
に
予
診
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
健
康

推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当

□
児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定

4
月
分
(
8
月
振
り
込
み
分
)
か

ら
、
手
当
月
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

(表
1
)
。

※
児
童
が
2

人
以
上

い
る
場
合
の
加
算
額
は
、
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

□
現
況
届
を
8
月
上
旬
に
送
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
8
月
分
か
ら
の
手

当
が
支
給
停
止
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
=
▽
児
童
扶
養
手
当
…
8
月
3
1日

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
:
9
月
1
0日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

表1　 児童扶養手当額

夏
休
み
子
ど
も
福
祉
講
座

「
き
こ
え
な
い
っ
て
ど
う

い
う
こ
と
?
」

日
時
=
8
月
2
2日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
小
学
3
年

生
～
中
学
生
(
小
学
2
年
生
以
下
の

参
加
希
望
者
は
要
相
談
)

内
容
=

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
か
ら
話
し
を
聞

き
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
深

め
る

※
内
容
は
小
学
校
高
学
年
以

上
向
け
。
参
加
者
に
は
修
了
証
を
発

行

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

福

祉

視
覚
障
害
者
セ
ミ
ナ
ー

(
2
日
制
)

日
時
=
1
0月
5
日
困
・
1
2日
困
、
午

後
1
時
～
4
時

対
象
=
新
規
に
視

覚
障
害
者
と
し
て
身
体
障
害
者
手
帳

を
取
得
し
た
中
途
視
覚
障
害
者
と
そ

の
家
族
、
関
係
機
関
職
員
な
ど

内

容
=

▽
1
日
目
…
誘
導
歩
行
や
限

杖
使
用
体
験
/
福
祉
用
具
・
便
利
グ

ッ
ズ
に
つ
い
て
ほ
か

▽
2
日
目
…

「
毎
日
を
楽
し
も
う
!

」
自
分
で
お

茶
を
入
れ
た
り
簡
単
調
理
し
た
り
、

日
常
に
密
着
し
た
こ
と
を
体
験
/
情

報
交
換
会
ほ
か

定
員
=
7
人
程
度

(申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
要
相

談
)

費
用
=
2

日
目
の
食
材
費
実

費
負
担
あ
り
(
3
0
0円
程
度
)

申
込
=

電
話

期
限
=
8

月
3
1
日

場
・

申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

(
障
)
医
療
費
助
成
制
度

対
象
=
次
の
①
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
り
、
か
つ
②
の
す
べ
て
に
当
て

は
ま
る
方
…
①
身
体
障
害
者
手
帳
1

・
2
級
/
身
体
障
害
者
3
級
の
う

ち
内
部
機
能
障
害
(
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、直
腸
、
小
腸
、

免
疫
不
全
)
が
あ
る
/
愛
の
手
帳
1

・
2
度

②
所
得
が
基
準
内
(
表
2

、
2
0歳
未
満
の
方
は
健
康
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
世
帯
主
の
所
得
が

対
象
)
/
6
5
歳
未
満
(
例
外
規
定
あ

り
)
/

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
/

区
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
(
知
的

障
害
者
施
設
入
所
者
な
ど
で
例
外
規

定
あ
り
)
/
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
/
公
費
で
医
療
費
が
賄
わ
れ
て

い
る
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

医

療
費
自
己
負
担
=
表
3

※
差
額
ベ

ッ
ド
代
・
オ
ム
ツ
代
・
文
書
料
な
ど
、

保
険
の
利
か
な
い
も
の
は
対
象
外

□
受
給
者
証
の
送
付
は
8
月
下
旬

受
給
者
証
が
、
9
月
1
日
で
切
り

替
わ
り
ま
す
。
現
在
、
⑩
医
療
費
助

成
を
受
け
て
い
る
方
で
、
9
月
1
日

以
降
も
当
て
は
ま
る
方
に
は
、
8
月

下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
普
通
郵

便
で
送
付
し
ま
す
。
※
配
達
記
録

郵
便
で
の
郵
送
(
差
額
2
1
0円分
の
切

手
実
費
負
担
)
を
希
望
す
る
方
は
、
8

月
1
0日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
1
7年
中
の
所
得
基
準
(
表
2
)

を
超
え
た
方
に
は
、
消
滅
通
知
を
送

付
し
ま
す
。
9
月
上
旬
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
な
ど
、
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
障
害
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表2　(障) 医療費助成所得限度額

※以降、一人増えるごとに38万円
を加算

表3　(障)医療費自己負担一覧

※ 低所得区分は、対象者本人が住民税非課税
であることが条件

※ 「あり」は自己負担あり、「なし」は自己負
担なし( 支払い免除)

8 月の献血
受付時に、運転免許証や保険証など、本

人確認できるものを提示ください。

8 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応

急施術を当番制で行っています。
《 健康推進課》

※ いずれも日曜日。時間は、午前9 時～
午後5 時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
8
月
の
予
定

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
7
月
2
6日
受
付
開
始

□ 電話番号は、よく確認してかけてください　各施設と間違えて電話がかかり、迷惑をしている区民の方がいます。電話をかける際は、番号
をよく確認の上、かけてください。また、必ず相手を確認してから用件を話してください。



2006年( 平成18年) 7 月25日 あ だ ち 広 報 第1474号( 3)

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
5

～
7
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預

金
口
座
に
8
月
4
日
ご
ろ
振
り
込
み

ま
す
。
な
お
、
7
月
7
日
ま
で
に
現

況
届
を
出
し
て
い
な
い
方
は
、
今
回

振
り
込
ま
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
3

ヵ
月
以
上
の
入
院
、
施

設
入
所
し
た
時
は
、
受
給
資
格
が
な

く
な
る
の
で
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
=
障
害
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
、
各
種
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
生
活
費
や
医
療
費
で
困
っ
て
い

る
方
の
、
生
活
保
護
な
ど
の
相
談
。

□
高
齢
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

(お
お
む
ね
6
5歳
以
上
)
の
、
介
護

保
険
に
関
す
る
こ
と
や
介
護
保
険
以

外
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
。

□
身
体
障
害
が
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、
自
立
支
援
医
療
(
更
生
医
療
)
、

日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設
備
改
善
費

の
給
付
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

な
ど
の
申
請
や
相
談
。
※
手
話
通

訳
を
希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
は
、
毎

週
木
曜
日
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

□
知
的
障
害
が
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通

所
な
ど
の
相
談
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や

就
職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母

子
生
活
支
援
施
設
(
母
子
寮
)
へ
の

入
所
な
ど
の
申
請
や
相
談
。

□
女
性
の
方

夫
や
親
し
い
男
性
か
ら
の
暴
力
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・
:家
庭
内
の
様
々
な
問

題
に
関
す
る
こ
と

▽
児
童
相
談
・
:

子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な
ど
の
問
題

に
関
す
る
こ
と

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

経
済
的
な
理
由
で
出
産
費
用
を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
妊
産
婦
に
は
、

無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入
院
・
出

産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
※
病
院
の
指
定
や
所

得
な
ど
の
制
隕
、
所
得
に
応
じ
た
費

用
負
担
あ
り
。
ま
た
、
直
接
病
院
に

支
払
う
分
娩
用
品
費
な
ど
は
別
途
自

己
負
担
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
福
祉
事
務
所
(
表
4
)

表4　 福祉事務所一覧

介
護
保
険

税
制
改
正
に
伴
う
介
護
保

険
利
用
料
の
経
過
措
置

□
生
計
困
難
者
に
対
す
る
利
用
者
負

担
額
軽
減
制
度
(
軽
減
割
合
8
分
の
1
)

軽
減
期
間
=
7

月
1
日
～
2
0年
6
月
3
0

日
(
2

年
間
)

対
象
H
利
用
者

負
担
段
階
が
1
段
階
上
が
っ
た
方

で
、
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

・
:年
間
収
入
が
単
身
で
1
9
0万円
、
世

帯
員
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
0万
円
を

加
算
し
た
金
額
以
下
/
預
貯
金
な
ど

が
単
身
で
3
5
0
万
円
、
世
帯
員
I
人
増

え
る
ご
と
に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た
金

額
以
下
/
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
/

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
/
介
護
保
険
料
を
渫

納
し
て
い
な
い

□
課
税
世
帯
の
う
ち
、
税
制
改
正
に

よ
る
区
民
税
経
過
措
置
に
当
て
は
ま

る
方
へ

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
個
人
上

隕
額
お
よ
び
、
負
担
隕
度
額
認
定
の

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

□
介
護
保
険
料
が
納
付
書
納
付
の
方

対
象
=
年
金
天
引
き
以
外
の
方
、
天

引
き
で
も
年
金
の
現
況
届
を
出
し
忘

れ
た
方
お
よ
び
、
年
金
を
担
保
に
融

資
を
受
け
て
い
る
方

※
所
得
の
変

更
な
ど
で
保
険
料
に
調
整
額
が
あ
る

場
合
も
、
納
付
書
で
納
付
し
て
も
ら

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
介
護
保
険
料
の
納
期
限
と
時
効

納
期
限
は
毎
月
末
日
で
す
。
介
護

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
将
来
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
下

さ
い
。
※
納
期
限
か
ら
2
年
経
つ

と
時
効
と
な
り
、
納
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

□
便
利
な
口
座
振
替

希
望
す
る
方
は
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
納
付
相
談

滞
納
保
険
料
の
分
割
な
ど
、
納
付

相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

健
康
・
衛
生

げ
ん
き
ー
ず
!
　
ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
(
第
2
期
募
集
)

日
時
=
9
月
2
0日
Λ
1
1一月
2
9日
ま
で

の
水
曜
日

介
一
月
1
5日
を
除
く
、
計
1
0

回
)
、
午
後
3
時
2
0分
～
6
時

場
所
=
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

対

象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
4
歳
～
中

学
3
年
生

定
員
=
▽
未
就
学
児
…
1
2

人

▽
小
・
中
学
生
…
2
8人
(
い

ず
れ
も
先
着
順
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
参
加
回
数
の
少
な
い
方
を
優

先
)

持
ち
物
=
水
着
・
ピ
ー
ク
フ

ロ
ー
メ
ー
タ
ー
(
呼
吸
機
能
測
定

器
。
参
加
決
定
後
の
事
前
説
明
会
で

も
購
入
可
)

申
込
=
電
話

期
限
=
7

月
3
1日

申
・
問
先
=
公
害
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

と
親
子
講
座
「
最
新
ぜ

ん
息
治
療
に
つ
い
て
」

日
程
=
8

月
1
9
日
出

時
間
・
対
象
=

▽
午
前
9

時
3
0
分
～
一
1
1
一
時
4
5
分
・
:

小
学
1

・
2
年
生
の
親
子

▽
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
4
5
分
・
:小
学
3

～
6

年
生
の
親
子

定
員
=

各
2
5
組

(先
着
順
)

場
所
=

区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

講
師
=

▽
和
太
鼓
教
室
…

種
市
政
義
氏
(

和
太
鼓
奏
者
)

▽

親
子
講
座
…
益
子
育
代
氏
(

群
馬
県

立
県
民
健
康
科
学
大
学
看
護
学
部
講

師
)

申
込
=

電
話

※
保
育
あ
り

(
要
予
約
)

申
・
問
先
=

公
害
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

高齢者の総合相談窓口 地域包括支援センター8 月の介護教室

※「 申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ。
※「在宅介護支援センター」は4 月から「地域包括支援センター」に変わりました。

宿泊施設インフォメーション( 10 月分)

□ 利用案内
申込方法等= 各家庭に配付してある「わたしの便利帳」11
ページをご覧ください。 休館日等= 表5
□ 湯河原・那須の区民保養所は単身でも利用できます
空室受け付け分に限り、単身でも利用を受け付けていま
す。 ※ ハガキでの抽選申し込み、大型連休、夏休み、年末
年始の利用はできません。
□ 湯河原・那須の団体受け付け( 20 人以上)
利用希望月の、6 ヵ月前の1 日から3 カ月前の月末ま
で、現地施設に電話予約をしてください。利用可能日につ
いては、現地施設に確認してください。20人を下回った場
合、予約は無効です。

宿泊に関する問い合わせは各施設予約電話へ( 表5)
表5　 各施設利用案内10月利用分

※ 利用申し込みは施設ごとに、1 グループにつきハガキ1 枚でお願
いします。

※ 日光林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセン
ターは、利用できる日も学校などが利用するため、空室が少ない
場合があります。 くわしくは、各施設にお問い合わせください。

□ 区広報番組の特集は、「今日から始める3R　 ～ごみ減量大作戦～」　今回の番組では、毎日の暮らしの中でごみを減らしていく方法をお届けします。大人から子ども
まで今すぐ実践できます。お見逃しなく! 　 放送日時=7 月24日～30日、午後0 時30分/ 午後6 時　放送局= ケーブルテレビ足立　問先= 広報係 　3880- 5815
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魅力あるあだちの
〝まち 〟〝住 まい 〟づく り

都市計画マスタープランと住宅マスタープランを改訂しました
2 つのマスタープランは、まちづくりや住宅政

策のあり方を示し、「協働で築く力強い足立区」を
実現するための計画です。
改訂に当たってパブリックコメントや改訂案の

縦覧を行い、区民、事業者などと協働しながら策
定しました。
こ れらを基に区は、区民、事業者などとの協働

により、いつまでも住み続けられる快適で安全な
まちづくりをめざします。

この記事の各問い合わせは

都市計画マスタープランについては
都市計画係 　3880―5280

住宅マスタープランについては
住宅計画係 　3880―5249

改訂のポイント
～都市計画マスタープラン～
都市計画マスタープランは、3 つの視点で

作成しました。
①人口減少社会に対応するまちづくり
②活力と豊かさを実感できるまちづくり
③幅広い分野で展開するまちづくり
また、具体的なまちづくりの方針として次

の8 つのテーマ別まちづくり方針を掲げてい
ます。
市街地特性をいかしたまちづくり
便利で快適な交通環境のまちづくり
水と緑豊かな環境にやさしいまちづくり
安全で災害に強い防災まちづくり
豊かさを実感できる住まいづくり
地域が守り育てる景観まちづくり
多彩な魅力・活力を備えたまちづくり
交流し共生する思いやりのあるまちづくり
さらに、区内を13の地域に分け、地域の個

性をいかしたまちづくり( 図1) を進め「住
み続けたい・住んでみたい・訪れたい“ あだ
ちづくり"」の実現をめざします。

～住宅マスタープラン～
住宅マスタープランでは、「愛着を育み、

魅力を創る」を基本理念として、次の3 つの
目標を掲げています。
①多様な居住ニーズに対応すること
②暮らしの安全・安心を支えること
③暮らしの快適性を確保すること
これらの目標の達成に向けて、実効性や効

率性の高い施策を重点的に取り組むこととし
ました( 表1) 。
また、区内で発展の経緯、鉄道の利便性に

よる住宅立地の特性などから、共通の地域イ
メージを持つ6 つの地域に分け、それぞれの
区域の特性に応じて地域別住宅市街地整備方
針( 表2) を策定しました。
今後、急速に発展することが期待される鉄

道新線沿線や、建て替え時期を迎える公共住
宅団地などの豊かなまちづくり資源を活用
し、事業者と連携して、区の新しい魅力創り
をしていきます。

図1　 地域別まちづくり目標( 都市計画マスタープラン)

1 千住地域( 第1 ブロック)

文化産業と芸術による新都心の形
成をめざします

2 江北地域(
第2 ブロック)

荒川河川軸を共有す
る親しみと調和ある
環境づくりをめざし
ます

3 興野・本木地域(
第3 ブロック)

住宅と工場が調和した
住環境整備と適正な市
街化をめざします

4 梅田地域( 第4 ブロック)

都市基盤整備の推進による防
災都市づくりをめざします

5 中央本町地域( 第5 ブロック)

行政・防災拠点の強化と地域の
活性化をめざします

6 綾瀬地域( 第6 ブロック)

良好な都市環境の保全と活用によ
る一層の魅力づくりをめざします

7 佐 野 地 域(
第7 ブロック)

自然環境をいかし
た落ち着きとゆと
りのあるまちをめ
ざします

8 保塚・六町地域( 第8 ブロック)

新たな地域拠点の形成と都市
機能の調和をめざします

9 花畑・保木間地域( 第9 ブロック)

住宅と工場の調和と自然環境の
保全をめざします

10 竹の塚地域(
第10ブロック)

複合的な魅力を備え
た利便性・快適性の
向上をめざします11 伊興・西新井地域( 第11ブロック)

歴史や文化を活かした落ち着き
と活力の共存をめざします

12 鹿浜地域(
第12ブロック)

沿道土地利用の適正化
や自然環境の活用をめ
ざします

13 舎人地域( 第13ブロック)

豊かな自然と歴史を活用し、
利便性の向上をめざします

※ 地図は簡略図です

▲ 建設中の日暮
里・舎人線

地
上
約
9
5
m
の
エ
ミ
エ

ル
タ
ワ
ー
竹
の
塚

▲ 色鮮やかな花が
咲いている都市
農業公園

▲ 昨年開業し たつくば

エクスプレ ス

▲ 区民の憩いの場
所、荒川河川敷

▲ 再開発によって整
備された北千住

表1　 重点プロジェクト( 住宅マスタープラン)

表2　 地域別住宅市街地整備方針( 住宅マスタープラン)

※ 年齢や職業、所得階層などが、異なる人々が同じ地域で共生して暮らせる社会

素朴な
ギモン 都市整備部長に聞いてみよう

「マスタープラン」。あまり聞き慣れない言
葉かもしれません。そんな「マスタープラン」
について、あだち広報ズームアップで活躍する
区民協力員の田中さん( 以下、区民) が佃都市
整備部長( 以下、部長) にインタビューしまし
た。

「マスタープラン」って何?

区民… ずばり、「マスタープラン」とは何でしょう
か。

部長… 「マスタープラン」とは、区がどうあるべ
きか基本的な考え方を まとめたも のです。今
回、区のまちづくりの考えを示した 「都市計
画マスタープラン」と住まいに関する考えを示
した「住宅マスタープラン」を改訂し ました。
「都市計画マスタープラン」は、まちづくりの
色々なテーマに、区がどういった考え方で取り
組むかをまとめたものです。
そして、「住宅マスタープラン」は、「ファミ

リー層の定着」「公営住宅の建て替え問題」「新
線開通をきっかけに魅力のある開発」の3 つを

大きな柱に、特にファミ
リー層に「足立区に住ん
でみたいな」と思っても
らえるような住宅を作っ
ていくことを考えた計画
です。

共通する目的
区民… 2 つのマスタープランに共通する目的って
何ですか。

部長… 今住んでいる足立区をもっと魅力のある街
にしていくことですね。今住んでいる人には住
み続けたい、これからの人にはぜひ住んでみた
いと思われるようなまちづくりです。

区民… 今までのマスタープ ランとの違いは何でし
ょうか。

部長… 今回、一番影響を受けたのが人口減少です
ね。今までは、住居を供給するということに重点
を置いていましたから。でも社会情勢に見合う
よう「量より質」を重視した計画に変えたんで
す。もちろん今後も、社会に動きがあればそれに
見合った計画に変えなければいけないですね。

区民… なんとなく 、少しだけ分かりました。

地域の特色をいかした「まちづくり」

区民…「まちづくり」というくくりが広すぎてま
とまりがついていない気が
するのですが。
部長…同感です。そこで都市
計画マスタープランでは、
地域ごとの特色をいかし、
良いまちづくりをするため
の考え方を示しました。
たとえば、19年度に日暮里舎人線が開通した

後、その沿線地域では便利になるのでたくさん
の人が移り住んでくるかもしれない。でもそれ
で乱開発がさ れるとまちの魅力が失われてしま
う。そのために、この考え方をいかした整備を
していきましょうと考えているわけです。

区民… やっと分かってきました。
部長…田中さんの周りで、もし聞きたいというこ
とであれば、何人か集めてもらえれば、お話を
しに行きますよ。

区民… 本当ですか?　 私みたいにマスタープラン
を初めて聞いたという人は多いと思います。私
は今回、話を聞いて少し分かりましたが。
足立区は、道が狭く、歩行者が危ない場所も

あります。また、災害時や緊急時に住民にはとて
も不安です。

部長…そうですね。その不安を解消するために、
皆さんと一緒に考えていかなければならないと
思います。その1 つの材料として、今回のマス
タープランがあるわけです。

自分の「まち」に関心を
部長… まずは区民の皆さんに、自分が住んでいる
所( まち) について関心をもっていただきたい。
そして、小・中学生たちには、大人になった時、
どういう「まち」になったら良いかを今のうち
から考えてもらいたい。

区民…そうですね、少し 意識するだけで気付くこ
とってありますね。

部長…「まち」つて変われるんですよ。人が意識
を持つという意味で変われば「まち」も必ず変
わっていきます。だから 、そういう機会、話し
合いのできる場をもつことができればいいなと
思っています。

もっとくわしく知りたい方は
都市計画マスタープラン・住宅マスタープラン
は、区政情報室で販売しているほか、区のホーム
ページや図書館などでご覧になれます。また、窓口
でも説明いたします。

パブリックコメントありがとうご ざ いました

パブリックコメントには都市計画マスタープランで9
組93件、住宅マスタープランで3 組45件のパブリッ

クコメントを頂きました。頂いた意見に対する区の考
え方は、区のホームページでご覧になれます。
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A- Fes t a2006
あ だち 区民まつり

協 賛 企 業・団 体 募 集 中

10 月

7
日( 土)

8
日(日)

記念T シャツ

発売中問先
区民まつり委員会事務局
( 観 光交流 課 観光係)
3880- 5853
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み
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な
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り

自動 二輪車に

乗る方へ

昨
年
か
ら
、
高
速
自
動
車
国
道
や

自
動
車
専
用
道
路
で
白
動
二
輪
車
(
1
2
5

∝
超
)
の
2
人
乗
り
運
転
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
(
首
都
高

速
道
路
の
一
部
と
禁
止
区
問
は
除

く
)
。
た
だ
し
、
次
に
当
て
は
ま
る

方
は
、
運
転
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
2
0歳
未
満
の
方

▽
大
型
二
輪
免
許
ま
た
は
普
通
二
輪

免
許
を
取
得
し
て
か
ら
3
年
未
満

の
方

□
夏
の
二
輪
車
事
故
は
大
け
が
に
つ

な
が
り
ま
す

服
装
が
薄
く
な
る
と
共
に
素
肌
が

む
き
だ
し
に
な
る
部
分
が
多
く
な
る

た
め
、
け
が
の
程
度
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
バ
イ
ク
に
乗
る
時
は
、
長
袖

の
上
着
や
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
て
、

け
が
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□
防
衛
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転
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て
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ま
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か

「
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衛
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は
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あなたのアイデア・技術を
応援します

創業者を支援
～創業プランコンテスト～

区は斬新なアイデアを持っ
て、創業する起業家を応援す
るため、「創業プランコンテ
スト」を行います。内容= 優
秀な事業計画の表彰( 賞金あ
り) を行い、表彰された事業
者が着実に事業展開を行った
場合に補助金を支給 対象=
区内で新規に創業する方で、
その準備に着手している方ま
たは創業して5 年を経過しな

い方 補助金額=50 万円以上200
万円以下

新技術などに補助金
～ビジネスチャレンジ

コースの追加募集～

内容= 新技術・新製品・新
サービスなどに補助金( 上限500
万円) を支給

―い ず れも ―

募集期間=7 月25日～8 月25
日 申・問先= 創業支援係

3870- 8400

両事業の
説明会を開催

日時=8 月1 日火、午後2 時 場所= あだ
ち産業センター3 階( 千住1- 5- 7)
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区のホームペ ージアドレスは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先… 場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、7 月26日受付開始

税
・
国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

対
象
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・
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収
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端
に
少
な

く
な
り
、
預
貯
金
な
ど
の
資
産
を
活

用
し
て
も
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な

く
な
っ
た
世
帯

※
通
常
の
退
職
に

よ
る
収
入
減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
減
免
期
間
=
申
請
月
分
か
ら
3

ヵ
月
単
位
で
減
免
。
6
ヵ
月
を
限

度

申
込
=
事
前
に
連
絡
し
、
窓
口

へ

申
・
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資

格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

住

宅

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
・

単
身
者
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・

事
業
再
建
者
向
け
定
期
使
用

住
宅
)
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
付
期
間
=
8
月
1
日
～
1
0

日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

申

込
用
紙
配
付
場
所
=
▽
ポ
イ
ン
ト
方

式
(
ひ
と
り
親
・
高
齢
者
・
心
身
障

害
者
・
多
子
世
帯
な
ど
)
/
単
身
者
/

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・
:住
宅
管
理
係
、

区
民
事
務
所

▽
事
業
再
建
者
向
け

定
期
使
用
住
宅
・
:住
宅
管
理
係
(
無

く
な
り
次
第
配
付
終
了
)

※
く
わ

し
く
は
、
募
集
の
し
お
り
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

暮

ら

し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時
=
8

月
1
9
日
圉
・
9

月
2

日

圉

、
午
後
2

時
3
0
分
～
4

時
3
0
分

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も

科
学
館

対
象
=

高
校
生
以
上

※

中
学
生
で
希
望
す
る
場
合
は
要
相
談

内
容
=

障
害
児
の
地
域
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
、
障
害
の
こ
と
や
車
い

す
の
操
作
な
ど
を
学
ぶ

定
員
=
3
0

人

申
込
=

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
住
所

、
氏
名

、
連
絡
先
を
連
絡

期
限
=
8

月
一
1
1
一
日

問
先
=

地
域
連

携
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

　
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

山
中
湖
林
間
学
園
の

指
定
管
理
者
募
集

対
象
=
施
設
の
管
理
運
営
業
務
実
績

を
有
す
る
事
業
者
ま
た
は
団
体

※

個
人
は
不
可
、
J
V
(
共
同
企
業
体
)

参
加
は
可

指
定
期
間
=
1
9
年
4
月

～
2
2年
3
月

募
集
要
項
配
付
期
間
=
7

月
2
6日
～
8
月
2
2日

配
付
場

所
=
学
務
課
窓
口

申
込
=
募
集
説

明
会
に
参
加
の
上
、
応
募
用
紙
を
持

参

募
集
説
明
会
=
8

月
2
3日
㈲
、

午
後
1
時

場
所
=
山
中
湖
林
間
学

園
(
山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖
村
大

字
山
中
字
茶
屋
の
段
2
4
8
-
1
)受

付
期
間
=
8
月
2
4日
～
9
月
1
2日

申
・
問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

東
京
2
3区
職
員
採
用
試
験

個
別
説
明
・
相
談
会

対

象
=
I

類
技
術

職

・
Ⅲ
類

の
受

験

希
望
者

日

時
=

▽
個
別
説

明

・
相

談
会

…
8

月
4

日
～
1
1一
日

、
午
前
1
0

時
～
午

後
4

時

▽
パ
ネ
ル

展
示

…
7

月
3
1
日
～
8

月
一‥一
日

、
午

前
9

時

～

午

後
4

時
3
0
分

場

所
=

東
京

区

政
会
館
(

千

代

田
区
飯

田
橋
3
-
5
-
1
)

申

込
=

当
日
直

接
会

場

へ

問
先
=

特
別

区
人

事
委

員
会

事

務
局

任

用
課

(
5
2
1
O
)
9
7
8
7

特

別
区

人
事

委

員
会

テ
レ

ホ
ン

サ

ー

ビ

ス
(
2
4

時

間
)

(
3
2
6
1
-
)
2
2
2
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.

o
r
.
j
p
/
s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
m

区

・
人

事
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
認
定

す
る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
が
行
う

試
験
で
す
。合
格
者
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
試
験

日
犬
‥‥一月
6
日
㈲

場
所
=
都
・
就

学
相
談
室
(
渋
谷
区
笹
塚
1
-
2
6
-
9
)

対
象
=
病
気
な
ど
で
義
務
教

育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
方
/
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
登
校
で
き
な
い
方
お
よ
び

卒
業
で
き
な
い
見
込
み
の
方
/
1
9年
3

月
3
1日
ま
で
に
満
1
6歳
以
上
に
な

る
方
/
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
1
9

年
3
月
3
1日
ま
で
に
満
1
5歳
以
上

に
な
る
方
な
ど

※
く
わ
し
く
は
受

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
=

持
参
ま
た
は
郵
送

願
書
受
付
期

間
=
8
月
2
5日
～
9
月
1
2日
消
印
有

効

※
願
書
・
受
験
案
内
は
都
・
教

育
庁
小
中
学
校
係
(
都
庁
第
二
本
庁

舎
2
8階
)
で
配
付

申
先
=
文
部
科

学
省
生
涯
学
習
推
進
課
(
千
代
田
区

丸
の
内
2
-
5
-
1
)

問
先
=

都
・
教
育
庁
小
中
学
校
係

(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

区
・
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

放
置
自
転
車
は
ま
ち
の
迷
惑
で
す

「
駅
前
な
ど
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上

に
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
困
っ
て
い

ま
す
」
と
い
う
苦
情
が
増
え
て
い
ま

す
。
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
決
め
ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場
な

ど
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

区
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
、
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
自
転
車

を
引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
手
数
料

と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
て
い
ま

す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処

分
し
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
自
転
車
の
盗
難
に
注
意

自
転
車
の
盗
難
事
件
が
数
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
白
転
車
は
必
ず
防

犯
登
録
を
し
て
、
鍵
を
二
重
に
付
け

る
な
ど
の
盗
難
防
止
対
策
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
盗
ま
れ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
盗
難
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以
前
に
盗

難
届
が
出
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
、
撤
去
手
数
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。
問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

写
真
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
募
集

区
は
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
と

共
催
で
、
写
真
と
絵
画
の
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。

□
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
=

「
足
立
の
魅
力
と
美
し

さ
」・
:暮
ら
し
の
中
で
目
に
触
れ
た

区
内
の
美
し
い
風
景
や
街
並
み
な
ど

を
撮
っ
た
写
真
(
四
ツ
切
1
枚
)
と
、

そ
の
写
真
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
、
将

来
は
こ
の
よ
う
な
街
や
風
景
に
し
た

い
な
ど
の
思
い
も
必
ず
書
い
て
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
※
応
募
資
格
不
問

□
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
=

「
私
た
ち
が
暮
ら
す
足
立

～

こ
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い
な
～

」

…
将
来
住
ん
で
み
た
い
、
理
想
の
足

立
区
を
四
ツ
切
圓
用
紙
1

枚
に
自
由

に
描
き
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
=

区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

―
―
い
ず
れ
も
―
―

期
間
=
9

月
一
1
1
一
日
～
2
9
日

※
応
募

の
際
は

、
必
ず
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=

都
市

計
圓
課
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
3
8

打
ち
水
で
暑
い
夏
を

乗
り
切
ろ
う
!

区
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
8
月
1

日
～
3
1日
の
期
間
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
打
ち
水
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
打
ち
水
を
す
る
と
気
温

が
0
.
9℃か
ら
1
.
8℃下
が
っ
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
風
呂
の
残
り
湯

な
ど
の
二
次
利
用
水
を
有
効
活
用

し
、
早
朝
や
夕
方
に
打
ち
水
を
す
る

と
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
8
月
1
0日
を
一
斉
打
ち
水

の
日
と
し
、
区
役
所
で
の
打
ち
水
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
日
時
=
8

月
1
0日
木
、
正
午
～
午
後
1
時
(
雨

天
順
延
)

場
所
=
区
役
所
前
広
場

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

環
境
推
進
課
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

催

し

物

ゆ
め
広
場
へ
お
い
で
よ
!
「
レ
ス

キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
」

日
時
=
8
月
5
日
圉
、
午
後
1
時
～
4

時
(
入
退
場
自
由
)

場
所
=
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
イ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
=
小
・
中
学
生
(
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
)
内
容
=
レ

ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
、

障
害
物
が
あ
る
コ
ー
ス
を
競
争

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
青

少
年
事
業
係(

5
2
4
2
)
8
1
6
9

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開

講
座
聴
講
生
募
集
(
2
日
制
)

日
時
=
8
月
1
9日
㈹
・
2
6日
圉
、
午

前
1
0時
～
正
午

場
所
=
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
実
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、
悪
質
商
法
を
見
抜
く

方
法
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
ず
、
契

約
で
「
得
す
る
」
た
め
の
知
識
を
学

ぶ

講
師
=
岡
田
ヒ
ロ
ミ
氏
(
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
古

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

審議会等の公開( 7 月未掲載分・8 月分)

会議は 公開です 。傍聴方法な ど 、く わしく はお問 い合わ せく ださい。

※ 「区民評価委員会」( 問先= 政策課 　3880―5811)、「公
共施設再配置審議会」( 問先= 財産活用課施設更新 　3880- 5111

代) も会議を公開しています。日程などくわし
くはお問い合わせください。

※ 7 月14日にに予定されていた「環境基金審査会」( 間先=
環境推進課計画 　3880- 5111 代) は、9 月6 日木に延期
になりました。くわしくはお問い合わせください。

パブリックコメント( 8 月分)
区民の 方から意見を 募集し ます。く わしく はお問 い合わせく ださい。

臨時休館など
庁舎ホール・区民ロビー・
駐車場・展望レストラン
8 月12日田 ・13日(日)は、消防設備点検

のため、区役所全館を閉館します。当日
は、庁舎ホール・区民ロビー・駐車場・
展望レストランも利用できませ ん。 問
先= 庁舎管理係 　3880- 5824

女性相談室
女性相談室は、次の日に休業し ます。

なお、この休業日には相談の予約も休業
し ます。 休業日=8 月1 日収・11日面・22
日囚 問先= 男女参画プラザ女性相談

室 　3880 ―5223

図書館臨時休館
館内消毒や防災点検などのため、一部

の図書館が臨時休館となります( 表1) 。
開館中 の図書館 をご利用ください。 問
先= 中央図書館 　5813 ―3740

表1　8 月の図書館臨時休館日一覧

※ 31日木は、全館休館日となります。

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
7
月
2
6日
受
付
開
始
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

あ
だ
ち
再
生
館
「
キ
ッ
ズ

リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」

リ
サ
イ
ク
ル
エ
作
を
し
な
が
ら
、

ご
み
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。
夏

休
み
の
宿
題
に
も
最
適
で
す
。

□
空
き
缶
を
使
っ
た
楽
器

〝カ
ン
リ

ン
バ
〟
作
り

日
程
=
8

月
5
日
出

持
ち
物
=
空

き
缶
(
直
径
5
m

・
高
さ
1
0
mの
ス

チ
ー
ル
缶
3
本
と
ア
ル
ミ
缶
1
本
)

定
員
H
1
5
人
(
抽
選
)

□
廃
油
を
使
っ
て
石
け
ん
作
り

日
程
H
8

月
1
2日
出

定
員
H
2
0人

(抽
選
)

□
ス
ト
ッ
プ
レ
ジ
袋
!
　

あ
な
た
の

ア
イ
デ
ア
で
飾
り
付
け
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
イ
バ
ッ
グ

日
程
=
8

月
1
9日
出

定
員
=
1
5人

(抽
選
)―

―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
H
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
=

区
内
在
学
の
小
学
生
(
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
)

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
古

、
学
年
、
電
話
番
号
、

希
望
の
講
座
名
を
連
絡

期
限
H
8

月
1
日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
あ

だ
ち
再
生
館
(
月
曜
・
祝
日
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

兼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

順
位
や
記
録
を
競
う
の
で
は
な

く
、
健
常
者
も
身
体
の
不
自
由
な
方

も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
る
大

会
で
す
。
日
時
=
1
0
月
1
5日
脚
、

午
前
1
0時
3
0分
(
雨
天
決
行
)

場

所
=
荒
川
河
川
敷
・
虹
の
広
場

対

象
=
1
5
歳
以
上
(
中
学
生
不
可
)

内
容
H
▽
マ
ラ
ソ
ン
の
部
・
:
(
I
フ

マ
ラ
ソ
ン
/
1
0
㎞
/
5

㎞

▽
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
・
:
1
0㎞
/
5

に
m

費
用
=
3
千
円
(
障
害
者
の
方
は
千

5
0
0
円
)

申
込
=
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
付
す
る
所
定
の
申
込

書
(
郵
便
振
替
用
紙
)
に
必
要
事
項

を
記
人
し
、
参
加
費
を
振
り
込
み

期
限
H
9
月
1
日
消
印
有
効

問
先
=

㈱
日
本
タ
ー
ト
ル
協
会

(
3
3
6
3
)
5
3
3
1

区
・
体
育
振
興
課
振
興
係

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

日
光
林
間
学
園
1
泊
2
日
バ

ス
ツ
ア
ー
(
8
・
9
・
1
0月
)

日

程
等
H

表
2

集
合

場
所
=

区

役

所

ま

た
は

北
千
住

駅

対
象
H

区

内

在

住

・
在
勤

の
方

と

そ

の
同

伴
者

内

容
=

貸

し
切
り

バ
ス
で
出

発

し

、

日
光
林

間
学

園

に
1

泊

す

る

バ
ス

ツ

ア

ー

定

員
=

各
4
5
人
(

先

着
順
)

※
3
0
人

以
上

で
催

行

申
込
=

電
話

※

ツ
ア
ー

初
参
加

で
9

月
2
9
日

ま

で

に
申

し
込

ん
だ
方

に

は

、
夕

食
時

に

飲

み
物
1

本

を

プ
レ

ゼ
ン
ト

。
く

わ

し

く

は

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

を

参

照

申

・
問
先
=

東

急
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

ー
(

日
光

林
間

学

園
指
定

管
理

者
)

リ

ソ

ー
ト
サ

ー
ビ

ス
部
(

土

・
日

・
祝

日
を

除
く

、
午
前
9

時
2
0
分

～
午

後
6

時
)

(
5
7
1
-
7
)
1
-
5
1
-
4

日
光
林

間
学

園

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
a
d
a
c
h
i
r
i
n
k
a
n
.
h
p
.

i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p

区

・
校

外
施

設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表2　 日光林間学園バスツアー日程

生
活
の
科
学
教
室
(
夏
休

み
親
子
実
験
教
室
)
「
ビ

タ
ミ
ン
C
を
調
べ
よ
う
」

日
時
H
8
月
2
4日
㈲
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
H
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～

中
学
生
(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

内
容
=
清
涼
飲
料
水
な
ど
に
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
C
の
量
を
調
べ
、
食
品

に
つ
い
て
の
知
識
を
学
ぶ

持
ち
物
=

エ
プ
ロ
ン
、
布
き
ん
、
三
角
き

ん
、
筆
記
用
具

講
師
=
区
職
員

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
H

電
話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

東
京
都
職
場
・
一
般
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
　
～
吹
奏
楽
の
魅

力
を
あ
な
た
に
～

日
時
=
▽
一
般
の
部
(
1
日
目
)
・
:
8

月
5
日
出
、
午
後
4
時
開
演

▽

一
般
の
部
(
2
日
目
)
/

職
場
の
部

・
:
8
月
6
日
聯
、
午
前
1
0時
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

内
容
H
都
内
で
活
動

す
る
職
場
や
一
般
の
吹
奏
楽
団
な
ど

が
参
加
す
る
東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
予
選
。
各
団
体
ご
と
に
、

課
題
曲
・
自
由
曲
を
演
奏

申
込
H

当
日
直
接
会
場
へ

間
先
H
文
化
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

「
学
校
に
泊
ま
ろ
う
」
参
加

者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
程
=
9
月
9
日
～
1
0日
(
1
泊
2

日
)

場
所
=
都
立
城
北
養
護
学
校

※
駐
車
場
あ
り

対
象
H
▽
参
加
者

・
:区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

お
よ
び
養
護
学
校
在
籍
者

※
1
人

以
上
の
大
人
を
含
む
家
族
、
グ
ル
ー

プ
で
参
加

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
:中

学
生
以
上

内
容
=
ご
飯
作
り
/
ド

ラ
ム
缶
風
呂
/
宿
泊
体
験
ほ
か

定

員
卜
1
0
0人(
先
着
順
)

費
用
H

▽

大
人
・
:
3
千
円

▽
小
・
中
学
生
・
:
2

千
円

マ
幼
児
…
千
円

※
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
食
事
代
な
ど
の
一
部
実

費
の
み
負
担

申
込
=
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル

で
住

所

、
氏
名

、
生
年

月

日

、
電
話
番

号

、
E

メ

ー
ル
ア

ド
レ

ス

、
学
校
名

・
学
年

、
性

別

、
障

害

の

有

無

・
内

容

、
「
学

校

に

泊

ま

ろ

う

」
参
加

ま
た

は
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
希

望
を

連
絡

期
限
H
8

月
1
0
日

申

先
H

子
ど

も
を

地
域

で
サ

ポ

ー
ト
す

る
会

キ
ラ

リ
ン

0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2
9

k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o

o
.
c
o
.
j
p

問
先
=

地

域
連

携
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

8
月
1
2
日
は
郷
土
博
物
館
へ

□
映
画
会

時
間
=

午
前
一
1
1
1
1

一
時

内
容
=

「
交
響

詩

立
山
」
(
3
9
分
)
・
:
霊
山
立
山

の
魅
力
と
山
と
日
本
人
の
深
い
か
か

わ
り
を
描
く
/

「
伊
皿
子
貝
塚
遺

跡
」
(
3
0
分
)

…
港
区
の
遺
跡
発
掘

調
査
に
よ
り
縄
文
後
期
の
生
活
文
化

を
探
る

□
い
に
し
え
の
七
夕
ミ
ニ
体
験

平
安
時
代
の
七
夕
は
、
梶
(
か
じ
)

と
い
う
葉
に
願
い
ご
と
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
梶
の
葉
に
願
い
ご
と
を
書

い
て
笹
の
葉
に
つ
る
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
時
間
=
午
前
1
0時
～
午
後
3

時

―
―
い
ず
れ
も
―
―

日
程
=
8
月
1
2日
圉

申
込
H
当
日

直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博

物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

父
と
子
の
料
理
教
室
「
夏
休
み

の
思
い
出
に
、
パ
パ
と
い
っ
し

ょ
に
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」

日
時
=
8
月
2
6日
㈹
、
午
前
1
0時
～

午
後
2
時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
小
学
3
年
生
以
上
の
子
と
父

親

内
容
=
ノ
ン
フ
ラ
イ
コ
ロ
ッ
ケ

ほ
か

講
師
=
足
立
フ
リ
ー
栄
養
士

会
会
員

定
員
H
2
0組

費
用
=
1

人
5
0
0
円
程
度
(
材
料
費
)

申
込
H

電
話

受
付
開
始
日
=
7
月
2
8日

※
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了

申
・
問
先
=
男
女
参
圓
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

糖
尿
病
を
減
ら
そ
う
!

1
5年
の
調
査
の
結
果
、
糖
尿
病
の

標
準
化
死
亡
比
(
S
M
R
)

が
全
国

を
1
0
0とし
た
時
に
、
足
立
区
で
は
男

性
1
4
3・6

、
女
性
1
4
5・4
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

ー
の
徳
島
県
よ
り
糖
尿
病
で
死
亡
す

る
割
合
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
血
糖
は
内
臓
脂
肪
症
候
群
(
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
)
の
ひ
と

つ
の
要
因
と
な
り
、
こ
れ
に
内
臓
肥

満
や
高
血
圧
な
ど
が
重
な
る
と
動
脈

硬
化
を
促
し
ま
す
。

□
糖
尿
病
防
止
の
生
活
ス
タ
イ
ル

糖
尿
病
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
身
体
を
よ
く
動
か
す
よ
う
に
心
掛

け
、
意
識
し
て
歩
こ
う
!

運
動
は
、
代
謝
を
促
進
し
体
を

若
々
し
く
保
ち
ま
す
。

▽
太
り
す
ぎ
に
注
意
し
よ
う
!

健
康
あ
だ
ち
2
1の
中
間
評
価
で

は
、
自
分
の
適
正
体
重
を
知
っ
て
い

る
大
は
7
7
%
(
1
3年
)
か
ら
7
9
%
(
1
6

年
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
体

重
計
に
の
る
だ
け
で
も
違
い
ま
す
。

▽
1
日
3
食
、
バ
ラ
ン
ス
と
量
に
注

意
し
て
食
べ
よ
う
!

野
菜
を
毎
日
食
べ
て
い
る
人
の
割

合
は
、
5
2
%
(
1
3年
)
か
ら
5
9
%
　
(
1
6

年
)
と
増
え
て
い
ま
す
。
食
事

バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
た
規
則
正
し
い

食
事
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
を
活
発

に
し
ま
し
ょ
う
。

□
生
活
習
慣
の
改
善
へ
の
取
り
組
み

区
で
は
健
康
づ
く
り
推
進
員
、
自

主
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
、
健
診
な

ど
で
指
導
が
必
要
と
さ
れ
た
方
々

が
、
よ
り
健
康
に
生
活
習
慣
を
学

習
、
実
践
で
き
る
よ
う
に
重
点
的
に

講
演
会
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々

と
と
も
に
健
康
創
生
・
生
涯
現
役
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
今
日
か
ら
体
に

や
さ
し
い
生
活
習
慣
に
改
善
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

《
成
人
保
健
係
》

掲

示

板

□
母
子
家
庭
の
母
な
ど
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
実
践
講
習
会

日
時
=
9
月
2
日
圉
・
3
日
㈱
・
9

日
圉
・
1
0日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所
H
都
立
足
立

技
術
専
門
校

対
象
卜
就
業
の
た
め

に
パ
ソ
コ
ン
の
技
能
習
得
を
希
望
す

る
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
訃

定

員
=
2
0人

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

※
記

人
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

受
付
H
7

月
2
4

日
～
8
月
1
0囗
必
着

申
・
問
先
卜

財
東
京
都
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

〒
㈲一
・
0
8
2
3

新
宿
区
神
楽
河
岸

　
(
5
2
6
1
)
1
3
4
1

□
税
務
相
談
室
足
立
分
室
の
廃
止

東
京
国
税
局
税
務
相
談
室
足
立
分

室
で
は
、
電
話
に
よ
る
税
務
相
談
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
1
8年
6
月
3
0

日
を
も
っ
て
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
税
務
相
談
室
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
東
京
国
税
局
税
務

相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問

先
=
東
京
国
税
局
税
務
相
談
室

(
3
8
2
1
)
9
0
8
0

□
自
衛
官
(
航
空
学
生
、
一
般
曹
候

補
学
生
、
曹
候
補
士

、
二
等
陸
・
海
・

空
士
)
募
集

受
付
期
間
=
8

月
1
日
～
9
月
8
日

受
験
資
格
・
試
験
日
=
▽
海
・
空
航

空
学
生
(
高
卒
〈
見
込
み
含
む
〉
2
1

歳
未
満
の
者
)
…
9
月
2
3日
㈱

▽

一
般
曹
候
補
学
生
(
1
8歳
以
上
2
4歳

未
満
の
者
)
…
9
月
1
6日
圉

▽
曹

候
補
士
(
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の

者
)
…
9
月
1
6日
圉

▽
二
等
陸
・

海
・
空
士
(
1
8
歳
以
上
2
7歳
未
満
の

者
)
…
男
子
9
月
1
0日
㈲
・
1
8日
㈱
・
2
2

日
㈲
・
2
4日
㈱
・
2
5日
㈲
、
女
子
9

月
2
4日
絲
・
2
5日
㈲

申
込
=
電

話

ま

た

は
E

メ

ー

ル

で

住

所

、
氏

名

、

電

話

番

号

を

連

絡

申

・

問

先
H

自

衛

隊

足

立

募

集

事

務

所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

t
k
y
p
l
o
3
3
@
o
r
i
o
n
.
o
c
n
.
n
e

.
j
p

□

中

川

・

綾

瀬

川

圏

域

の

河

川

整

備

計

画

が

策
定

さ

れ

ま

し

た

計

画

書

を

閲

覧

で

き

ま

す

。

閲

覧

場

所

等
H

都

・
建

設

局

河

川

部

計

圉

課
/

都

・
江

東

治

水

事

務

所
/

都

・
第

五

建

設

事

務

所
/

都

・
第

六

建

設

事

務
所
/

区

・

土

木

部

計

團

調

整

課
/

都

・
建

設

局

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
n
s
e
t
s
u
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

問

先
=

都

・
建

設

局

河

川

部

計

團

課

　
(
5
3
2
0
)
5
4
1
3

□

原

爆

・

平

和

・
戦

争

を

考

え

る

展

示

会

日

時
=
8

月
8

日

～
1
0

日

、
午

前
9

時

～

午

後
6

時
(
1
0

日

は

午

後
4

時

ま

で
)

場

所
H

区

役

所
1

階

区

民

ロ
ビ
ー

内
容
H
被
爆
写
真
・
平
和

ポ
ス
タ
ー
展
示
/
区
内
被
爆
者
の
証

言
ビ
デ
オ
上
映

主
催
H
区
原
爆
被

害
者
の
会

問
先
=
区
原
爆
被
害
者

の
会
・
野
口(

3
8
8
5
)
9
1
2
0

□
す
こ
や
か
キ
ッ
ズ
　
ス
ポ
ー
ツ
塾

全
国
7

都
市
で
開
催
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
。
各
ジ
ヤ
ン

ル
の
有
名
選
手
た
ち
が
1
日
塾
長
と

し
て
指
導
。
日
程
H
8
月
3
0日
㈲

場
所
=
東
京
武
道
館
/
区
立
東
綾
瀬

中
学
校

※
集
合
場
所
は
東
京
武
道

館

対
象
=

小
学
生
(
キ
ン
ダ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
み
未
就
学

児
童
)

種
目
H
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
柔
道
・
キ
ン
ダ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

※
申
し
込

み
方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
す
こ
や

か
キ
ッ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
塾
事
務
局

(
5
7
6
6
)
4
9
1
1

(
5
7
6
6
)
4
9
1
4
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子どもの安全を守る!

幼
い
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
が
全
国
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
を
は
じ
め
、
多
く
の
人

の

〝見
守
る
目
〟
が
大
切
で
す
。

学
校
で
は
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
保
護
者
を
中
心
に
、

登
下
校
時
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
で
は
、
安
全

な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
学
校
の
防
犯

設
備
の
設
置
、
安
全
安
心
情
報
の
配
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問先

危
機
管
理
課
　　
(
3
8
8
0
)
5
8
3
8

メ
ー
ル
に
よ
る
不
審
者
情

報
の
配
信
(
A
-
メ
ー
ル
)

4
月
か
ら
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
の
方
へ
、「
子
ど
も
の

安
心
情
報
」「
防
犯
・
防
火
情
報
」

な
ど
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
(
A
-

メ
ー
ル
)
を
始
め
ま
し
た
。

A
-
メ
ー
ル
の
配
信
登
録
は
、
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
A
-

メ
ー
ル
に

は
、
ほ
か
に
「
災
害
情
報
」「
風
の

子
メ
ー
ル
(
子
育
て
情
報
)
」
が
あ

り
ま
す
。

【
A
-
メ
ー
ル
の
登
録
は
こ
ち

ら
】

▽
パ
ソ
コ

ン
版

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o

k
y
o
.
j
p
/

▽
携

帯
電

話
用

サ
イ

ト
版

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o

k
y
o
.
j
p
/
m
o
b
i
l
e
/

※
メ
ー
ル

ア

ド
レ

ス
の
変
更

、
配
信

停
止

も

、
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
か

ら

行
う

こ
と

が

で
き
ま

す

。

通
学
路
の
安
全
対
策

区
で
は
昨
年
末
、
全
小
学
校
の
通

学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

点
検
の
結
果
、
通
学
路
の
暗
い
場

所
に
街
路
灯
を
設
置
し
た
り
、
見
通

し
の
悪
い
場
所
に
あ
る
公
園
樹
木
の

せ
ん
定
を
行
う
な
ど
の
、
安
全
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
子
ど
も
に
教
え
て

欲
し
い
こ
と

今
年
に
入
り
、不
審
者
に
声
を
掛

け
ら
れ
た
児
童
が
、
大
声
を
出
し
た

り
、
持
っ
て
い
た
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴

ら
す
こ
と
に
よ
り
、
身
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
(
A
-

メ
ー
ル
の
事
例
参
照
)
。

子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
す
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
も
、
不
審
者
に

あ
っ
た
と
き
の
対
応
を
、
子
ど
も
に

教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
近
は
A
-

メ
ー
ル
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の

安
全
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
手
に
入

れ
る
手
段
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

受
け
取
っ
た
情
報
を
子
ど
も
に
も
伝

え

る

な

ど

、

犯

罪

を

未

然

に

防

げ

る

よ

う

に

、
情

報

を

活

用

し

て

く

だ

さ

い

。

※

警

視

庁

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

で

、

都

内

の

不

審

者

情

報

を

公

開

し

て

い
ま

す

。

活

用

し

て

く

だ

さ

い

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
e
i
s
h
i
c
h
o
.

m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
s
e
i
a
n
/
f
u
s
h
i
n
/
i

n
d
e
x
.
h
t
m

こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る

〝
1
1
0
番

の
家
〟
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き

に
駆
け
込
め
る
家
で
す
。
普
段

か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
場
所

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

女子児童に対する声かけ

5 月31日午後4 時頃、花

畑地区で、友達と遊んでい

た女子児童が友達とはぐれ

た際に、見知らぬ男に「こ

っちにおいで。」と声をかけ

られました。女子児童が防
犯ブザーを鳴らしたとこ

ろ、男は逃走しました。◎

男の特徴… 40 歳位、やせ

型、黒髪短め、紺色フード
付ジャンパー、半ズボン

▲ 6 月2 日夕方に配信の、A- メ
ール( 防犯・防火情報) の内容

子
ど
も
安
全
対
策
チ
ェ
ッ
ク
表

子どもの安全対策ができていますか?
チェック表で確認してみましょう

□ 子どもが外出するときは、防犯ブザー
などを持たせている

□ 子どもがだれとどこで遊んでいるか把
握している

□ 外出するとき、家族に行き先と帰宅予
定時間を告げさせている

□ 外で遊ぶとき、一人で遊ばせないよう
にしている

□ 何かあったとき、大声を出したり、「子
ども110番( 左記参照)」の家に駆け込む
など、助けを求める方法を教えている

□ 一人で留守番しているときに知らない人
が来たら、不用意にドアを開けないよう
教えている

□ 自分の子ども以外の子どもにも注意を
呼びかけている

結果はこちら…

いくつチェックできましたか?
☆7 ～6 個 … かなり対策ができています。今後も気を抜

かずに取り組んでいきましょう。
☆5 ～3 個 … あと1 歩です。子どもの安全を守る ために
も、今後は子ども自身の意識も高めていきましょう。

☆2 ・1 個 … 意識はあるけど、いざ行動となると、まだま
だ。こ れからは、子どもと一緒にさらに安全対策をし
ていきましょう。

☆0 個… 子どもに何かあってからでは手遅れです! 　 気
持ちを入れ換え、今すぐ安全対策に取り組みましょう。

事故のない校外学習に
するために

15年6 月、綾瀬小学校2 年生の児童が
生活科「町たんけん」の学習中に、走行
中の自動車に接触され、死亡する事故が
起きました。
事故後、教育委員会では、区立小学校

全校で、校外学習の授業を一時中止しま
した。そして、「小学校校外学習事故防
止マニュアル」を作成し、安全な授業を
行える体制を整えた上で、再開をしまし
た。
児童・生徒の生命、安全を守ることは、

学校に課せられた責務であると認識して
います。この事故は和解により解決しま
したが、この事故を忘れることなく教訓
とします。そして、今後も校外学習事故
防止マニュアルを遵守し、各学校ごとの
マニュアルの再点検や、ご協力していた
だく関係者の皆さんに対して、充分な説
明を徹底していきます。

《足立区教育委員会》

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

世帯と人口 ( 18年7 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 298, 994 人口: 645, 820人 ( 男: 325, 450 人、女320, 370人)
古紙配合率100%再生紙を使用しています

B. N　295, 726


